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第2章 上位・関連計画の整理 

1. 計画の位置づけ 

 

本計画は、盛岡都市圏の各市町における既存計画を基本的には踏襲した上で、上位計画である各

市町の総合計画やその他の関連計画と整合及び連携を図るものとします。なお、岩手県において令

和６年（2024 年）３月策定の「岩手県地域公共交通計画」とも整合を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1 計画の位置づけ 

  

【盛岡都市圏各市町の上位・関連計画】 

盛岡都市圏各市町の総合計画 

 盛岡市総合計画（令和７～16年度（2025～2034年度）） 

 第 2次滝沢市総合計画（令和6～13年度（2024～2031年度）） 

 第 8次矢巾町総合計画（令和6～13年度（2024～2031年度）） 

 

盛岡都市圏各市町策定の 

 公共交通に関する計画、まちづくりに関する計画（都市計画マスタープラン、立地適正化計画） 等 

岩手県地域公共交通計画 

計画期間 令和６～10年度 

（2024～2028年度） 
盛岡都市圏地域公共交通計画 

整合・連携 

踏襲 

【盛岡都市圏の既存計画】  
 盛岡市地域公共交通網形成計画（令和元～７年度（2019～2025年度））  
 滝沢市地域公共交通網形成計画（平成 29～令和７年度（2017～2025年度））  
 矢巾町地域公共交通計画（令和５～９年度（2023～2027年度））  

整合 
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2. 既計画の取組状況 

(1) 盛岡市  

 

①取り組み概要 

盛岡市では、盛岡市総合交通計画（平成 19 年度（2007 年度）策定、平成 30 年度（2018 年度）

一部改訂）、もりおか交通戦略（平成 21 年度（2009 年度）策定）の基本方針との整合を図りつつ、

オムニバスタウン計画（平成 10 年度（1998 年度）策定）にて実施された事業などを踏襲しながら、

公共交通に関するマスタープランとして令和元年（2019 年）11 月に盛岡市地域公共交通網形成計

画を策定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-2 盛岡市地域公共交通網形成計画の位置付け 

  

盛岡市総合計画 基本構想（平成 27～36年度（2015～2024年度）） 

【盛岡市の関連計画】  
 まち・ひと・しごと創生総合戦略 

（平成 30年度（2018年度））  
 盛岡市人口ビジョン 

（平成 27年度（2015年度）)  
 盛岡市・玉山村新市建設計画 

（平成 27年度（2015年度）） 
 みちのく盛岡広域連携都市圏ビジョン 

（平成 30年度（2018年度））  

（平成 30年度（2018年度）)  
 盛岡市観光推進計画 

（平成 27年度（2015年度））  
 盛岡市環境基本計画（第二次） 

（平成 23年度（2011年度））  
 第 2期盛岡市地域福祉計画 

（平成 27年度（2015年度））  
 盛岡市障がい者福祉計画 

（平成 27年度（2015年度）） 

整合 

【岩手県・周辺市町の関連計画】  
 
 岩手県地域公共交通網形成計画 
（令和元～５年度（2019～2023年度））  

 岩手県地域公共交通計画 
（令和６～10年度（2024～2028年度）） 

 滝沢市地域公共交通網形成計画 
（平成 29～令和７年度（2017～2025年
度））   

 矢巾町地域公共交通網形成計画 
（平成 29～令和４年度（2017～2022年
度）） 

 矢巾町地域公共交通計画 
（令和５～９年度（2023～2027年度））  

など 

整合 

盛岡市総合交通計画 

【交通】 

整合 

もりおか交通戦略 

整合 

オムニバスタウン計画 

踏襲 

盛岡市 

地域公共交通網形成計画 

盛岡市都市計画 
マスタープラン 

盛岡市 
立地適正化計画 

連携 

【まちづくり】 

整合 
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②取り組み状況 

 

項目 内容 

策定時の課題 【課題１】人口や都市機能の集積を誘導促進するコンパクトなまちづくりと

の連携 

【課題２】田園・中山間地区の集落と地域拠点などの連絡 

【課題３】東北・岩手県・盛岡広域連携都市圏の交流と連携の促進 

【課題４】市民や観光客などの来訪者にもわかりやすく利用しやすい公共交

通サービスの提供 

【課題５】交通事業者・行政・市民の協力と連携 

実施施策 施策の柱１：公共交通網の再編 

施策の柱２：利便性を高めるサービスの改善 

施策の柱３：利用促進への協働の取り組み 

施策の柱４：運行や事業への支援 

実施状況・課題等 【実施状況】 

バスロケ・サイネージの設置、ＩＣカードの導入、前潟駅整備、盛岡バスセ

ンターの整備、まちなか・おでかけパス及び列車でおでかけきっぷ事業の実

施、ＪＲ山田線利用促進漫画小冊子の作成、ＪＲ山田線乗り方教室の開催、

バス停での雪かきくん設置、バス車両のバリアフリー化補助 等 

毎年９月 20 日の「バスの日」にちなみ、「盛岡市バスの日まつり」を実施し、

公共交通利用促進を図っている。 

 

【課題】 

中心部や市街化区域※内の拠点と周辺部の拠点を連絡する幹線的な鉄道やバ

スなどのネットワークの維持及び確保、まちづくりの進展に合わせたネット

ワークの確保、公共交通利用促進施策の更なる取り組み 

※市街区域：令和７年（2025 年）３月末時点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3 開業後の盛岡バスセンター（待合室）  
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(2) 滝沢市 

①取り組み概要 

滝沢市では、平成 18 年（2006 年）３月に策定した「滝沢村公共交通計画」に見直しをかけ、滝

沢市の最上位計画である「第１次滝沢市総合計画」における基本構想・基本計画等と整合を図り、

将来像である『誰もが幸福を実感できる活力に満ちた地域』の実現に向けて、地域公共交通のマス

タープランとして平成 29 年（2017 年）９月に滝沢市地域公共交通網形成計画を策定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-4 滝沢市地域公共交通網形成計画の位置付け 

 

 

  

第１次滝沢市総合計画 

【上位計画】 

地域別計画 
（平成 27～34年度） 
（2015～2022年度） 

市域全体計画 前期計画 
（平成 27～30年度） 
（2015～2018年度） 

整合 整合 

連携・協働 

【関連計画】  
 滝沢市まち・ひと・しごと創生総合戦略 
 滝沢市都市計画マスタープラン  
 滝沢村観光物産振興ビジョン 
 滝沢市の道路整備計画 
 第１次滝沢市スポーツ推進計画 
 たきざわ健康プラン２１ 
 滝沢市高齢者保険福祉計画及び介護
保険事業計画等 

滝沢市地域公共交通網形成計画 

基本理念・基本的な考え方 

基本目標 

実施すべき施策・事業 

法制度の改正に伴う見直し 

【前身計画】 
滝沢村公共交通計画 
（平成 18～27年度（2006～
2015年度）） 

【国の関連法等】 
 交通政策基本法 
 地域公共交通の活性化及び再
生に関する法律 

【関連計画（その他）】 
 みちのく盛岡広域連携都市圏
ビジョン 
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②取り組み状況 

 

項目 内容 

策定時の課題 【課題１】市制移行・まちづくりと整合を図った交通体系の見直し・再構築 

【課題２】高齢者・免許返納者への対応及び若年層・転入者層へのサービス

が不十分 

【課題３】既存幹線軸バスルートにおける渋滞の発生による定時性の低下 

【課題４】地域公共交通のサービス水準の不均衡・地域内格差が発生 

【課題５】市内の各交通モードが有機的に繋がっておらず利用者ニーズと不

整合 

【課題６】公共交通の利用方法が分からない等、情報提供・案内が不十分 

【課題７】観光振興・健康増進等の各施策・事業との連携が不十分 

実施施策 施策１：公共交通の利便性向上プロジェクト 

施策２：公共交通の認知度向上プロジェクト 

施策３：公共交通の環境改善プロジェクト 

施策４：多様な主体と連携・協働プロジェクト 

実施状況・課題等 【実施状況】 

路線バスのビッグルーフ滝沢への乗り入れ、「滝沢市公共交通マップ」の作

成、ＩＧＲ滝沢駅へのコラボデザインの設置、「滝沢ＮＡＶＩ」を活用した公

共交通に関する情報発信、チャグバスの運行、ＩＧＲラッピング車両の運行、 

滝沢市役所及びビッグルーフ滝沢のバス停待合環境整備、バスロケ・サイネ

ージの設置、ビッグルーフ滝沢サイクルポート等の設置、ＪＲ小岩井駅周辺

環境整備、路線バスの目的地表示の改善、バス停留所名称の統一、ＩＧＲ駅

の駅名標や乗継案内サイン看板の設置、市職員の出張における路線バスの利

用促進、交通ドライバー確保に向けたＰＲポスターの作成 

 

【課題】 

福祉バス及び患者輸送車の見直し及び地域内交通の検討、バス運転士確保対

策、運転免許自主返納者への支援の検討、観光拠点としての小岩井駅活性化

に向けた取組の検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-5 滝沢市×ＩＧＲラッピング車両  
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(3) 矢巾町 

①取り組み概要 

矢巾町では、コミュニティバス「さわやか号」の利用者減少や交通不便地域を解消するため、公

共交通ネットワークを再編することを目的として、平成 30 年（2018 年）１月に「矢巾町の望まし

い公共交通のすがた」を明らかにする「矢巾町地域公共交通網形成計画」を策定しました。 

利便性と発展性を高めるまちづくりの一環として持続可能な公共交通ネットワークの形成を進

める必要性が高まっている中、これまでの地域公共交通網形成計画を改定した第二次計画として、

引き続き矢巾町における公共交通のマスタープランとして、まちづくりとの連携や地域現況を考慮

し、公共交通ネットワークの利便性や効率性を向上させることを目的として令和５年（2023 年）１

月には矢巾町地域公共交通計画を策定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-6 矢巾町地域公共交通計画の位置付け  

整合 

【関連計画】 

 第２期矢巾町地域福祉計画（令和２年度（2020

年度）策定） 
【計画期間：令和２～５年度（2020～2023年度）】 

 矢巾町子ども・子育て支援事業計画（令和元年
度（2019年度）策定） 
【計画期間：令和２～６年度（2020～2024年度）】 

 第６期矢巾町障がい者プラン・障がい福祉計
画及び 第２期障がい児福祉計画（令和２年度
（2020年度）策定） 

【計画期間：令和３～５年度（2021～2023年度）】など 

矢巾町地域公共交通計画 

基本方針 

目標 

取り組み施策 

【まちづくり】 

 矢巾町まち・ひと・しごと創生総合戦略 

（令和元年度（2019年度）策定） 

 【計画期間：令和２～５年度（2020～2023年度）】 

 矢巾町都市計画マスタープラン 

（平成 30年度（2018年度）策定） 

【計画期間：平成 30～令和 20年度（2018～2038年度）】 

第７次矢巾町総合計画（平成 28～令和５年度（2016～2023年度）） 

基本構想 
（平成 28～令和５年度） 
（2016～2023年度） 

後期基本計画 
（令和２～５年度） 

（2020～2023年度） 

【上位計画】 

整合 整合 

連携・協働 

地域公共交通の活性化及び 
再生に関する法律 
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②取り組み状況 

 

項目 内容 

策定時の課題 【課題１】人口減少社会における公共交通の維持・確保 

【課題２】公共交通に対する満足度の向上 

【課題３】地域公共交通への理解・周知 

【課題４】公共交通における新施策の導入 

実施施策 施策 1：持続可能な公共交通の実現 

施策 2：公共交通の利便性・機能性の向上 

施策 3：交通結節点での乗り継ぎ機能の強化 

施策 4：利用者の目線に立った分かり易い情報の提供 

実施状況・課題等 【実施状況】 

市街地循環バス（やはばす）及び予約型乗合バス（のりあい号）の運行、公

共交通の利用方法解説動画完成・公開、やはばすのラッピング車両導入、や

はばすにＩＣカード対応車載器導入、矢幅駅に電子ペーパーを用いた時刻表

設置、交通事業者支援金交付 等 

 

【課題】 

デマンド交通の盛岡市南部への運行区域拡大、市街地循環バスの利用促進、

公共交通情報の周知体制の強化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-7 やはばす ラッピング車両 
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(4) これまでの取組の課題 

◼ 全国的な傾向 

 路線バスと地域鉄道の利用者数の推移は、新型コロナウイルス感染症（以下「新型コロナ」と

いう。）流行により利用者が大幅に減っています。 

 バス運転士数は、令和 12 年度（2030 年度）には全国的に輸送規模を維持した上で必要とされ

る人員が大幅に不足すると予測されています。 

 

◼ 盛岡都市圏での問題点 

盛岡都市圏では日常的に市町を跨いでの移動が多い特徴があるものの、各市町で展開する公共交

通ネットワークや施策は自市町内に留まっており、市町単独における計画策定では解決し難い問題

点です。 

➡移動需要に対し公共交通ネットワークが乖離している可能性 

➡盛岡都市圏でも新型コロナの流行により公共交通の利用が減少 

➡路線バス運転士不足による減便 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-8 これまでの取組における問題点 

  

盛岡市北部～滝沢市 
日常的に行政域を跨いだ移動が多く、 

移動による問題が生じている可能性 

青山駅の結節機能の強化 
青山駅が滝沢市における交通結節点と 

なっているが、バスロータリー等がなく、

鉄道とバスの乗り継ぎ利便性が低い状況 

盛岡市南部～矢巾町北部 
盛岡市南部から矢巾町岩手医大周辺への 

移動需要が一定数あるものの、 

直接アクセスできる公共交通がない 

矢巾町北部～盛岡市南部 
予約型乗合バス等による 

矢巾町北部～都南エリアや 

岩手飯岡駅等の交通結節点への 

アクセスが難しい状況にある 

滝沢市地域公共交通網形成計画にも 
位置付けがあるものの、 
盛岡市に位置しているため 
協議に留まり積極的な介入が難しい 

距離が近く生活圏となっているものの、 
公共交通ネットワークと移動需要が 
乖離している状況あり 

青山駅 

盛岡駅 
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盛岡都市圏の各市町における公共交通にかかる行政負担額※は、令和４年度（2022 年度）までは

微増傾向にありましたが、令和５年度（2023 年度）には盛岡市、滝沢市では大幅に増加しています。 

 ➡行政負担が増加傾向  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-9 公共交通にかかる行政負担額の推移 

資料：盛岡市、滝沢市、矢巾町 

※路線の運行・維持、経営支援に関する行政負担額 
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◼ 盛岡都市圏の取組の課題 

公共交通利用の促進のため、盛岡市では「盛岡市バスの日まつり」を、滝沢市では「たきざわの

りものフェスタ」等をそれぞれ実施しています。しかし、施策実施の予算が限られ、開催を見送る

こともあることや開催に当たりそれぞれ交通事業者との協議や調整を行うため、交通事業者にも負

担がある状況となっています。 

また、盛岡都市圏の３市町それぞれで公共交通マップを作成、発行しているものの、表記や情報

量に差があり、乗り継ぎ等は前提とされていません。 

➡盛岡都市圏して連携した施策展開が行われておらず、目的が同じ施策を共同で取り組むことで

行政負担額の軽減や協議等の効率化、効果的な施策実施に繋がる可能性 

 

表 2-1 ３市町単独での公共交通利用促進イベント実施状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：盛岡市、滝沢市、矢巾町 

※施策実施の予算が限られるため開催見送り 

 

 

  

開催年度 市町 イベント 負担内容 負担額（千円） 

令和元年度

（2019年度） 

盛岡市 盛岡市バスの日まつり 企画・運営 等 600 

滝沢市 たきざわバスまつり 企画・運営、乗車体験 等 1,650 

矢巾町    

令和２年度

（2020年度） 

盛岡市 盛岡市バスの日まつり 新型コロナ蔓延防止により 中止 

滝沢市 たきざわバスまつり 新型コロナ蔓延防止により 中止 

矢巾町    

令和３年度

（2021年度） 

盛岡市 盛岡市バスの日まつり 新型コロナ蔓延防止により 中止 

滝沢市 
バスマップサミット in
いわて滝沢 

滝沢市後援 0 

矢巾町    

令和４年度

（2022年度） 

盛岡市 盛岡市バスの日まつり 企画・運営 等 600 

滝沢市 
たきざわのりものフェ
スタ 

乗り方教室、イベント車
両展示 等 

933 

矢巾町    

令和５年度

（2023年度） 

盛岡市 盛岡市バスの日まつり 企画・運営 等 600 

滝沢市 
たきざわのりものフェ
スタ 

 開催見送り※ 

矢巾町    

令和６年度

（2024年度） 

盛岡市 盛岡市バスの日まつり 企画・運営 等 600 

滝沢市 滝沢市おやこフェスタ イベント車両展示 116 

矢巾町    

図 2-10 たきざわのりものフェスタの様子 
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盛岡市バスの日まつり実行委員会 

・岩手県バス協会 

滝沢市 

矢巾町 

図 2-11 ３市町それぞれで作成している公共交通マップ 
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3. 上位・関連計画の整理 

(1) 盛岡都市圏の各市町における計画 

①盛岡市 

 

◼ 盛岡市総合計画                               上位計画  

項 目 内 容 

策定時期 令和６年度（2024 年度） 

計画期間 令和７～16 年度（2025～2034 年度） 

共に目指す 

将来像 
輝きが増し 活力に満ち 夢をかなえるまち盛岡 

公共交通に 

関する内容 

〇基本構想 

■基本目標を達成するための施策 

基本目標４：安全・安心で快適に暮らせるまちづくり 

【10年後になりたい姿】 

 誰もが暮らしやすく住み続けたいまち 

〇実施計画（令和７年～９年度（2025～2027 年度）） 

施策 25：交通環境の構築 

幹線道路の整備、自転車走行環境や歩行環境の整備のほか、地域公共交通の確保維

持などに取り組み、総合的な交通体系を確立するとともに、公共交通や自転車の利用

促進を図り、地球環境にやさしく誰もが快適に移動できる交通環境を構築します。 

小施策 １ 総合交通計画の推進 

公共交通の維持・確保を図るため、持続可能な公共交通ネットワークを形成する

必要があることから、盛岡市、滝沢市及び矢巾町の３市町が共同で策定する盛岡都

市圏地域公共交通計画に基づき、地域住民や交通事業者等と連携・協力しながら各

種取組を進めます。 

小施策 ２ 公共交通機関の利便性向上と利用促進 

快適で利用しやすい公共交通環境を構築し、自家用車利用からの転換を促進させ

るために、交通結節点等の利便性や機能性の向上とともに、公共交通サービスの提

供を図るほか、公共交通マップの作成やイベントの開催など、利用促進につながる

事業に取り組みます。  

小施策 ３ 自転車、歩行者のための交通環境の充実 

自転車の利用促進と歩行環境の向上を図るため、引き続き、国や岩手県と連携し

て自転車走行空間の整備による効果的な自転車ネットワーク形成を図るほか、交通

安全や自転車の利用マナーの啓発などの取組を進めます。また、安全で快適な通行

機能を確保するため、放置自転車の防止対策に取り組みます。 

小施策 ４ 都市活動を支える幹線道路の整備 

車両の円滑な走行空間や安全な歩行空間の確保などによって、交通環境の改善を

図るための幹線道路整備を引き続き実施する必要があるため、国への要望活動を行

い、計画的に事業を実施できるよう取り組みます。  
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◼ 盛岡市都市計画マスタープラン                        関連計画  

項 目 内 容 

策定時期 全体構想：令和３年（2021 年）７月 第２回変更 

地域別構想：令和５年（2023 年）３月変更 

計画期間 － 

公共交通に 

関する内容 

■まちづくりの基本的な方針 

基本方針５ ： 都市活動を支えるやさしい交通体系づくり 

都市活動を支える交通は、目的や場所、時間などに応じて適切な交通手段で移動

できるよう、広域的な交通網を確保しながら、市街地を中心に公共交通を利用しや

すくするとともに、歩行者や自転車が安全で快適に移動できる交通環境を確保し、

自動車に過度に依存しない「ひと・まち・環境にやさしい」交通体系をつくります。 

 

-盛岡市の将来都市構想図-
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◼ 盛岡市立地適正化計画                            関連計画  

項 目 内 容 

策定時期 令和２年（2020 年）３月（令和５年（2023 年）３月 第２回変更） 

計画期間 目標年次：令和 17 年度（2035 年度） 

公共交通に 

関する内容 

■課題解決のための取組み方針 

方針３ 利用しやすい地域公共交通網の形成 

自家用車に過度に依存することなく、移動することが可能なように、中心拠点と地

域拠点や居住地を結ぶ公共交通ネットワークの維持を図ります。 

また、公共交通が便利なエリア、特に主要な鉄道駅や公共交通軸を通る主要なバス

路線の沿線等の人口密度を維持することにより、公共交通ネットワークの効率化と維

持を図ります。 

 

-居住誘導のイメージ- 
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◼ 盛岡市総合交通計画（一部改正）                       関連計画  

項 目 内 容 

策定時期 平成 19 年（2007 年）７月（令和７年（2025 年）４月一部改訂） 

計画期間 － 

公共交通に 

関する内容 

■盛岡市総合交通計画基本方針 

基本方針：さまざまな交通手段を組み合わせ、自動車に過度に依存しない交通環境づくり 

 環境影響へも配慮し、自動車に過度に依存せず、場所や目的に応じたさまざまな交

通手段の特徴を活かした交通体系を確立します。 

 鉄道、バス、タクシー、自転車などを組み合わせた活用により、自動車利用を減ら

すことができる環境づくりを行います。 

 交通手段の組み合わせ利用が便利になるような施設整備や、結節点整備を行います。 
 

■将来像の実現化方策 

【盛岡市の交通の全体像の実現方策】 

盛岡の交通の全体像を実現するための取り組みとして、オムニバスタウン事業で取

り組んできたゾーンバスの充実を柱として、公共交通機関のネットワーク構築に取り

組みます。 

-公共交通機関ネットワークのイメージ- 

 

 

  

 

・ 下田駅の設置 

・ 循環バスの運行 

・ 松園バスターミナ

ルの拡充 

・ バス、タクシーアク

セス強化 

・ 東西自由通路整備 

・ JR 山田線の活

性化 
・ DMV の導入検討

（中心部とのア

クセス） 

・ 小型バス、乗り

合いタクシー検
討 

・ バス、タクシーアク

セス強化 

・ 鉄道とバスの共通

定期券導入 

・ 新駅設置検討 

・ 循環バスの運行 

・ 新駅設置検討 

・ バス、タクシーアク

セス強化 

・ 駅前広場整備 

・ アクセス道路整備 

・ トランジットモ

ール化の検討 

・ バスロケーションエ

リアの拡大 

・ 交通センターの整

備 

・ 駅前広場整備 

・ 東西自由通路整備 

・ アクセス道路整備 

・ 盛岡駅周辺交通処

理検討 

・ パークアンドラ

イドの推進 

・ バスセンターの

リニューアル 
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◼ もりおか交通戦略（第二期）                         関連計画  

項 目 内 容 

策定時期 令和３年（2021 年）９月 

計画期間 令和３～12 年度（2021～2030 年度） 

公共交通に 

関する内容 

交通戦略：快適で安全に歩いて楽しむ中心市街地形成戦略  

戦略の狙い（テーマ）：歩行者や自転車が安心して快適に移動することができ、居心地

が良く歩きたくなる賑わいのあるまちなかの空間を創出する 

 

交通戦略：公共交通軸の充実・強化を図る戦略 

戦略の狙い（テーマ）：地域特性を踏まえながら、各地域と中心市街地を結ぶ公共交

通軸を充実させ、自家用車から公共交通への転換を促進する 

 

-公共交通の充実・強化を図る戦略実施方針- 
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②滝沢市 

 

◼ 第 2 次滝沢市総合計画                            上位計画  

項 目 内 容 

策定時期 令和６年（2024 年）４月 

計画期間 基本構想：令和６～13 年度（2024～2031 年度） 

前期基本計画：令和６～９年度（2024～2027 年度） 

目指す状態 やさしさに包まれた滝沢 

公共交通に 

関する内容 

〇基本構想 

広域連携における滝沢市の方向性：交通・都市機能的な連携（人の流れをつなぐ） 

公共交通面をみると、滝沢市と盛岡広域圏は強くつながっています。特に、滝沢

市における東部、鵜飼、南部などの各地域と盛岡市のアクセスは良く、人の流れは

恵まれた状態といえます。一方で、滝沢市内各地域を結ぶ公共交通網は弱く、市内

における人と人との交流が課題となっています。市内各地域の交流人口の増減は、

産業面などにも影響を及ぼすため、盛岡との交通的つながりを活かしつつ、滝沢市

役所周辺の中心市街地形成と合わせ、公共交通の在り方と、盛岡西廻りバイパス・

北バイパスの整備に向けて検討していく必要があります。 

 

〇前期基本計画 

■都市基盤部門 

【部門がめざす４年後のまち（政策）】 

ひとにやさしく、誰もが快適かつ安全・安心に暮らせるまち 

部門が４年間で取り組むこと 

市民の暮らしを支える生活基盤の整備・維持の推進 

政策１：活力ある都市づくりの推進（この施策が４年間で主に取り組む内容） 

 地域公共交通の維持及び利便性向上と交通施設の適正な管理 
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◼ 滝沢市都市計画マスタープラン                        関連計画  

項 目 内 容 

策定時期 平成 27 年（2015 年）３月 

計画期間 目標年次：令和 15 年（2033 年） 

公共交通に 

関する内容 

■将来都市像の設定 

【将来都市構造】 

本市を構成する市街地や田畑・山林等の「面（空間構成）」を基に、公共交通を

核とした生活や就業、生産等の場として重要となる機能が集約した「拠点」、本市

と他都市、各拠点相互をつなぎ各拠点の機能を補完し、交流・連携・文化を支える

「軸」を配置し、集約・連携型都市構造の形成を図ります。 

-都市構造概念図- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■交通体系の整備の基本方針 

【公共交通体系の目標】 

市の交通施設は、ＪＲ田沢湖線及びＩＧＲいわて銀河鉄道線の ２路線・４駅の

ほか、民間バス事業者によるバス路線が配置されており、市内外への重要な交通手

段となっています。 

しかし、バス路線は中山間地域を中心に廃止や縮小が行われていることから、高

齢社会に対応した効率的・効果的な交通施設ネットワークを構築する必要がありま

す。 

今後の交通施設体系においては、市内各駅や市役所を核とした交通結節機能の強

化を進めるとともに、バス路線網の維持・再編、公共交通空白地帯における新たな

輸送手段の確保など、地域住民の理解と協力の基で円滑な移動を可能とする交通施

設ネットワークを構築します。 
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③矢巾町 

 

◼ 第８次矢巾町総合計画                            上位計画  

項 目 内 容 

策定時期 令和５年度（2023 年度） 

計画期間 基本構想：令和６～13 年度（2024～2031 年度） 

前期基本計画：令和６～９年度（2024～2027 年度） 

まちづくりの

基本理念 
みんなで築く 躍動感あふれ幸せな未来へ進化するまち やはば 

公共交通に 

関する内容 

〇基本構想 

■施策の大綱 

施策の柱：誰一人取り残さない社会を目指すまちづくり  

一人ひとりの幸福感の向上を図るとともに、身近な地域で町民同士が互いにつな

がり支え合いながら、全ての世代が生き生きと安心して暮らせる社会の実現を目指

します。  

 

〇前期基本計画 

施策の柱：誰一人取り残さない社会を目指すまちづくり 

施策②-41 公共交通の充実 

高齢者や免許返納者などの支援策として、市街地循環型コミュニティバスやデマ

ンド型交通など公共交通の充実を図り、交通弱者へのきめ細かい対応を推進しま

す。 また、公共交通の利用促進について積極的な周知を図ります。 
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◼ 矢巾町都市計画マスタープラン                        上位計画  

項 目 内 容 

策定時期 平成 30 年（2018 年）10 月  

計画期間 目標年次：令和 20 年（2038 年） 

公共交通に 

関する内容 

■都市づくりの方針 

【都市施設の施策】 

-交通施設整備方針図- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■公共交通綱の方針 

【公共交通網の目標】 

矢巾町の公共交通機関は、自家用車への依存率が高いことから公共交通網が十分

に整備されておらず、自ら交通手段を持たない住民の移動手段の確保や医大附属病

院開業により予測される多数の来町者への対応、中心市街地渋滞緩和策が課題とな

っています。 

矢巾町では路線バスのほか、その補完的役割を持つ矢巾町循環バス「さわやか号」

を運行していますが、利用者の減少は著しく、地域住民の足としての役割を果たす

ためには継続的に利用者ニーズの把握に努める必要があり、さらに医大附属病院へ

の通院手段としての鉄道やバス利用者への対応やニーズを反映した運行システム

の導入等、公共交通のあり方を検討する必要があります。 
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(2) 岩手県等における計画 

①岩手県 

 

◼ 岩手県地域公共交通計画                           関連計画  

項 目 内 容 

策定時期 令和６年（2024 年）３月 

計画期間 令和６～10 年度（2024～2028 年度） 

目指すべき

将来像 

復興や人口減少、社会情勢の変化を踏まえ、広大な県土の移動を実現する持続可能な交

通体系の構築 

公共交通に 

関する内容 

■地域公共交通ネットワークの将来像 

【県央広域振興局圏】 

方向性１：盛岡市を中心とした広域的な移動需要に対応した地域公共交通の維持・確保 

 今後、人口減少や少子高齢化により、公共交通の利用者数の減少が懸念されるが、

学校や病院、大型商業施設などの主要な施設や広域接続拠点が多く立地する盛岡市

への移動需要に対応するため、盛岡市を中心に、鉄道やバス路線などの広域的な公

共交通を適切に維持・確保するとともに、バス路線の維持に必要な運転士を確保す

ることが必要である。 

方向性２：接続拠点を中心とした接続利便性の向上や乗り継ぎ環境の整備 

 盛岡市、滝沢市、矢巾町による生活圏に着目した広域的な地域公共交通計画の策定

が予定されており、当該計画や、各市町村の地域公共交通計画との整合を図りなが

ら、広域的な公共交通と地域内公共交通の適切な接続拠点の形成と乗り継ぎ環境の

整備を図ることが必要である。 

方向性３：地域の実情を踏まえた利用促進や、多様な主体間の連携による利便性の向上 

 ニューヨーク・タイムズ紙「2023 年に行くべき 52 か所」の２番目に盛岡市が紹介

されたことを契機に、二次交通の確保や利便性向上を図りながら、観光需要の取り

込みを図っていく必要がある。 

 交通事業者による交通系ＩＣカードや、バスロケーションシステムの多言語表示の

整備など、引き続き、インバウンド需要も見据えた利便性の向上に取り組み、利用

促進を図る必要がある。 

 県内でも特に交通系ＩＣカードの導入が進んでいる地域であり、関係者が連携し、

乗降データ等を活用した路線・便の見直し、利用促進策等の検討・実施を進める必

要がある。 

 

■基本的な考え方 

【広域振興圏内・外の移動を支える地域公共交通ネットワークの構築及び更なる利用

促進の展開】 

 盛岡市を中心とした、広域振興圏内・外の移動を支える広域的な公共交通の適切な

維持・確保や運転士確保を図るとともに、接続拠点での乗り継ぎの円滑化等を図る

ことで、利便性の高い利用環境を構築する。 

 インバウンド需要も見据えた環境整備や、乗降データ等を活用した利用促進等の検

討・実施を進める。 
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②みちのく盛岡広域連携都市圏 

◼ 第２期みちのく広域連携都市圏ビジョン                    上位計画  

項 目 内 容 

策定時期 令和３年（2021 年）３月（令和６年（2024 年）３月改定） 

計画期間 第２期：令和３～７年度（2021～2025 年度） 

圏域の中長

期的将来像 
現在をつなぎ次代へつなぐ 共に創り育む「希望のふるさと盛岡広域圏」 

公共交通に 

関する内容 

■第２期都市圏ビジョン取組の基本方針 

戦略２：人の流れをつなぐ（高次の都市機能の集積・強化） 

【見込まれる主な成果】 

 各市町を結ぶ交通ネットワークの充実を進めることにより、医療や産業などの相互

利用や高度連携が見込まれ、人やモノの流れが活発化します。  

 中心市街地の都市機能の充実を図ることにより、流動人口の増加と地域活性化が見

込まれます。  

 前記の取組により、圏域外からの交流人口の増加が見込まれます。 

【取組のポイント】 

 人やモノの流れをより活発にするため、各市町の拠点をつなぐ交通インフラの整備

と公共交通の充実。 

 交通系ＩＣカードの導入等の利便性向上。 

 中心市街地の流動人口の増加を図るため、新たな都市機能の集積・強化。 

 立地適正化計画等に基づく「コンパクトシティ・プラス・ネットワーク」のまちづ

くりの着実な推進。 

  


